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消費・安全部の理念と目標

１．農場から食卓までの安全管理の徹底を通じた食品の安全性の向上

２．食品表示の適正化による消費者への的確な情報の伝達・提供

３．家畜や農作物の病気や害虫のまん延防止による食料の安定供給

４．消費者をはじめとした関係者との情報・意見の交換と施策への反映

５．望ましい食生活の実現に向けた食育の推進

基本理念

「消費・安全部」は、消費者の視点を大切にして国民の健康を守ることが

何よりも重要であるという考え方の下で、「食」の安全と安定供給を確保し、

消費者が「食」に対する信頼感を持てるような政策を実施します。
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目標

基本理念



消費・安全部の業務

肥料等の
安全性確保

食育の推進
消費者等の
相談窓口

食品表示の
適正化

米穀の
流通監視

牛及び牛肉の
トレーサビリティ植物防疫に

関する業務

農薬の
適正使用

家畜・水産動物
衛生対策

消費・安全部の
主な業務

３

飼料・ペットフード・
動物用医薬品等の

安全性確保



消費・安全部の組織 （令和５年８月現在）

４

農林水産本省

東北農政局

近畿農政局

関東農政局

北海道農政事務所

北陸農政局

中国四国農政局

九州農政局

東海農政局

消費生活課

米穀流通・食品表示監視課

農産安全管理課

畜水産安全管理課

局 長

次 長

企画調整室

消費・安全部

生 産 部

経営・事業支援部

農村振興部

統 計 部

総務管理官

地方参事官

地方農政局等

沖縄総合事務局
（内閣府）

消費・安全部には４つの課が
あります。次のページから
各課の業務内容を紹介します。

消費・安全チーム（安田庁舎）



消費生活課（２１人）

５

【食育の推進】
食育推進基本計画の目標達成や重点課題
の解決に向け、局独自の取組の他、東海
の地方自治体、栄養・学校関係者及び
食品関連事業者等と連携した食育を推進

各課紹介

◆東海農政局独自の取組②
「東海食育さんぽ」の配信

東海地域で食育活動を実践されている企業

団体・個人の方から食育推進につながる情

報を対談にて伺いYouTube動画で配信。

東海農政局 食育さんぽの動画

◆東海農政局独自の取組①
学校給食セミナー×交流会

学校給食における有機農産物・地場産物の活用につ
いて先進事例をセミナーで紹介。

写真 写真

写真 写真

交流会 セミナーでの講演



消費生活課（２１人）

６

◆東海農政局独自の取組③
『 T O K A I ミ ニ コ ミ』機関紙発行

東海地域の食品関連企業や有識者・活動者を
対象に、食の安全に対する取り組みをインタ
ビュー形式で意見交換し、東海農政局ＷEB
サイトに掲載し、消費者等へ広く情報発信。

各課紹介

夏休みキッズプロジェクト

【意見交換や情報提供】

・食の安全に関する正しい知識の普及と
消費者の信頼確保のため、セミナーを実施

・消費者団体等からの要請に応じた講師派遣

・農林水産省の施策等について展示した
「消費者の部屋」を農政局内外に設置

・食と農について楽しく学べるWebサイト
「こどもMAFF」の開設・運用

【消費者からの相談対応】

消費者相談窓口を設置し、 消費者から
の問合せ等に対応

写真 写真
写真 写真

消費者の部屋を東海農政局ＨＰで紹介



【立入検査の実施】

・食品を扱う対象事業者に対し、食品の表示
や取引記録等の保管が適正に行われている
か、法律に基づき、抜き打ち検査を実施

・疑義情報（産地偽装・不適切な食品表示等）

に基づく立入検査の実施

・食品の産地・品種等をDNA鑑定等の
科学的分析により検証

◆対象事業者
生産者、卸売・製造業者、小売業者、外食業者 等

◆対象法律
食品表示法、JAS法、食糧法、農産物検査法、
米トレーサビリティ法、牛トレーサビリティ法、
水産流通適正化法

米穀流通・食品表示監視課（消費・安全チーム）（７１人）

７

各課紹介

◆立入検査で産地偽装が発覚した事例

令和4年には、食品表示法に基づき、東海農
政局が行った立入検査により、食品加工販売
会社が販売する菓子類の原材料の産地を偽っ
て販売したことが確認され、表示の是正と併
せて、原因の究明・分析の徹底、再発防止対
策の実施等について指示を行いました。

生鮮食品の原産地、加工食品の原料原産地等
農政局では食品表示の監視を行なっています。

原材料の産地を偽装

食品加工会社A 東海農政局

・表示の是正
・原因の究明
・再発の防止



８

【疑義情報や相談の受付業務】

・食品の表示に関する疑義情報の受付

・米トレーサビリティ法、
牛トレーサビリティ法等の相談対応

【制度の普及・啓発】

・米トレーサビリティ法、牛トレーサ
ビリティ法等の普及・啓発

・水産流通適正化法（令和4年12月施行）

の普及・啓発

◆食の安心を守るために！

食品を取り扱う事業者が、食品の表示を適正に
行っているか、また、米・牛肉等の産地表示や
流通・保管記録等が、正しく行われているか、
法律に基づいた立入検査を行い、監視・指導・
普及啓発を行うことで、消費者の食の安心を
守ります。

把握した疑義情報については、当課の職員が
事業者へ出向き、立入検査や科学的分析結果等
により、原因を究明します！

米穀流通・食品表示監視課（消費・安全チーム）（７１人）
各課紹介

適正に表示
されている？

立入検査の様子

食品表示例

写真



農産安全管理課（１６人）

９

【植物防疫に関する業務】

植物に有害な動植物の海外からの
侵入警戒、国内の蔓延防止対策のため
の業務

【農薬の適正使用に関する業務】

・農薬の使用状況及び農産物の農薬残留状況
の調査及び農薬使用に関する指導

・農薬として使用することができない除草剤
の販売点検

・くん蒸（*）による農薬使用者及びゴルフ場
における農薬使用者からの農薬使用計画書
の受理

【生産安全関係業務】

・農産物における有害化学物質・有害
微生物の含有実態調査及び低減対策の
普及啓発

・農産物の安全性確保に向けた情報発信
及び情報収集

各課紹介

（＊）
密閉された施設内で農薬を
ガス化させ、殺虫・殺菌を
行うもの。

写真



【肥料の品質確保に関する業務】

・肥料の登録更新、届出の受付業務

・肥料製造事業場への立入検査及び指導等

農産安全管理課（１６人）

１０

◆肥料の生産、輸入、販売をするには？
肥料法により、肥料の種類ごとに、含有すべき主成分
量、含有を許される有害成分量等が定められており、
この規格を満たした上で登録又は届出をしないと、
生産・輸入・販売ができません。
販売にあたっては、成分含量や原材料等の情報を保証
票に記載し、製品に添付することが定められています。

各課紹介

◆肥料の品質を確保するために！
届出受付のほか、肥料業者へ抜き打ち
の立入検査を実施し、保証票の表示が
正しく記載されているか、生産・出荷
等の記録が整理、保管されているか等
の確認をしています。

肥料保証票イメージ



１１

【家畜伝染病対策】

豚熱や鳥インフルエンザなどの家畜伝染病の発生予防及び
まん延防止の取組を交付金や補助金事務を通じて支援

家畜伝染病発生時は、発生県の防疫措置を支援するため、
東海農政局特定家畜伝染病対策本部の事務局として活動

家畜衛生に係る現場の課題解決に向け、地域の実態を把握
し、新たな取組を提案

令和４年度から、東海
地域の畜産農家の指導や
支援を行う公務員獣医師
の確保をテーマとした、
地域密着型のセミナーを
県と連携して開催してい
ます。

【牛トレーサビリティ】

牛の生産段階（出生・異動・
と畜・死亡）における個体識別
情報について、届出の管理及び
牛の管理者等を指導

【水産動物の衛生対策】

安全な水産物の安定供給を図
るため、県が行う疾病管理体制
の整備や養殖場の調査などを支
援



【動物用医薬品等の安全性の確保】

12

【飼料の安全性の確保】

県と連携し、飼料又は飼料
添加物の製造や輸入を行う
事業者からの届出を確認、
届出の遅延防止に対応

【ペットフードの安全性の確保】
愛玩動物（犬・猫）用

ペットフードの安全性を
確保するため、製造・
販売業者等に立入検査

【輸出関係】
国内で製造又は加工される飼料、飼料添加物、ペットフードについて、輸出相手国の求めに

応じて自由販売証明書を発行、輸出相手国による現地視察（農場、食肉加工場、飼料工場、
養殖場等）の受け入れ対応

かび毒や農薬などに
汚染された飼料（とう
もろこし、マイロ等）
の輸入防止のため、
港湾サイロに立入検査

動物用医薬品等の品質、有効性及び
安全性を確保するため、製造販売業等
について審査のうえ、農林水産大臣の
許可証を交付



農水省を志望した理由は？

今担当している業務は？ とある一日のスケジュール

13:00

16:00

17:15

出勤

メール確認・書類受理

食品安全や農薬に関する情報収集
本省との連絡調整・提出書類の受
理等

店舗点検の準備

農薬販売店での調査の準備

昼食

店舗点検の実施

店舗点検・指導等のため、事業者
へ外出

報告書作成・打合せ

報告書作成、次回立入検査の調
整・打合せなど

退勤

選考採用者

インタビュー
Ｒ５年度採用 農産安全管理課 農薬管理係長のAさん

職場環境について

皆さんへのメッセージ

8:30

11:00

12:00

農薬使用計画書の受理業務、店舗やインターネットでの農薬の適
正販売についての点検・指導等を中心に行っています。所属する
班では、農家等での農薬の適正使用の指導や残留農薬のモニタ
リング調査、病害虫の効率的防除のための業務を行っています。

これまでの社会人経験を活かして食品の安全について広く貢献
したいと考え志望しました。

少人数の課ではありますが、課内のメンバーで協力しながら仕
事に取り組んでいます。また、名古屋城の隣ではありますが静か
で落ち着いた環境の中で仕事に取り組めています。

転職となるとこれまでの経験と違う業務に取り組むこともあるかも
しれません。そこは心配しなくてもマニュアルが整備されています
し、周囲の方と協力して仕事を進めることができるので大丈夫で
す。ぜひ応募してみてください！

12
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農水省を志望した理由は？

今担当している業務は？ とある一日のスケジュール

13:00

16:00

17:45

出勤

メール確認・資料準備
食育関係の情報メール整理、
打合せ資料準備

学校給食セミナーの打合せ
有機給食を推進している町の町長と面会
セミナーでの講演依頼、趣旨の説明等

昼食

セミナーのプレスリリース準備
プレスリリースに掲載するチラシの作成
（掲載内容調整・打合せ含む）

班メンバーでの打合せ
食育情報発信のSNS等の原稿確認
班内で意見交換をし作りこむ

退勤

選考採用者

インタビュー
Ｒ５年度採用 消費生活課 食育推進係長のＢさん

食育班に所属し食育セミナー（学校給食セミナー）の主担当として、
次回の企画から出演者の調整、取扱事例の現地確認や広報関係等を
行っています。同時に、前回の模様を発信するべく、YouTube動画
作成やWebサイト更新も行います。

1企業の為ではなく、国（公共）の為に働きたくなり、その中でも
農水省で自分の好きなこと（食）に携わりたかったからです。

職場環境について

異動が多いためか皆さんとても柔軟な対応力を持っていて、かつ教え
合う雰囲気があり親切な人ばかりです。チームで業務を行うのでわか
らないことも質問し易く、困ることはありません。

皆さんへのメッセージ

ワークライフバランスが取れており、自分を含め皆さん多趣味です。
人柄も穏やかな人ばかりで、とても働きやすくお勧めです。
自分のように、農政に全く関わりのない業界からの転職者も多く活躍
していますので、ご安心ください。

9:00

10:00

12:00

14



私たちと一緒に
食の安全・未来の為に

働きませんか？

１5

1３
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